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１ 秩父市の概要

秩父市は、平成17年4月1日に旧秩父市、旧吉田町、旧大滝村、旧荒川村の1市1町2村の

新設合併により新秩父市として誕生しました。

本市は埼玉県の西部にあり、北は群馬県、西は長野県、南は山梨県および東京都に接

し、東京都心から60～80ｋｍ圏内に位置しています。

面積は、577.83ｋ㎡で埼玉県全体（3,797.25ｋ㎡）の約15％を占める大きさとなりま

す。また、その約87％を山林が占め、2,000ｍを超す甲武信ヶ岳、三宝山、雲取山といっ

た急峻な秩父山地を抱いています。

地域のほとんどが秩父多摩甲斐国立公園や武甲、西秩父などの県立自然公園の区域に

指定されており、自然環境に恵まれた地域です。また、甲武信ヶ岳に源を発する荒川の

清流が本市の中央を流れ、その本・支流域には秩父湖（二瀬ダム）、秩父さくら湖（浦

山ダム）、西秩父桃湖（合角ダム）及びもみじ湖（滝沢ダム）の4つのダム湖が形成され

ています。

本市の歴史は古く、奈良時代には秩父市黒谷地内で採掘された自然銅が時の天皇に献

上されたことにより年号が和銅と改められ、国産貨幣「和同開珎」が発行されたと伝え

られています。江戸時代中期になると養蚕や製糸業が発達し、秩父絹、秩父銘仙として

声価も高く今日まで受け継がれ秩父地域の特産品となっています。

こうした歴史を背景として本市には、平成28年12月にユネスコ無形文化遺産に登録さ

れた秩父祭を始め、平成30年3月に国重要無形民俗文化財に指定された秩父吉田の龍勢、

パワースポットとして名高い山岳信仰の三峯神社、荒川白久の串人形など、多数の有形

無形の文化財や郷土芸能が継承されています。秩父札所34ケ所は、西国・坂東各33ケ所

とともに日本百観音霊場に数えられています。このうち25ケ所が市内にあり、いずれも

市指定文化財（史跡）となっています。

また、豊かな自然環境に恵まれており、羊山公園の芝桜、清雲寺のしだれ桜、中津峡

の紅葉、三十槌の氷柱など、県内外から多くの観光客が訪れています。近年では、秩父

が舞台設定のモデルになったアニメ「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない」「心

が叫びたがってるんだ」「空の青さを知る人よ」を契機に、全国からファンが訪れ、ア

ニメの聖地としても注目されています。

秩父地域の交通としては、交通基盤の骨格をなす一般国道140号が縦断する形で荒川・

中津川沿いに走り、一般国道299号が市の中心部を横断しています。

国道140号においては、雁坂トンネルの開通及び皆野寄居バイパスの開通により、山梨

県方面への交通の利便性が飛躍的に向上し、地域高規格道路となる西関東連絡道路の整

備についても、今後早期に進むことと予想されています。
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秩父市の位置や人口等 （令和４年５月１日現在）

２ 議会構成 （令和４年５月１日現在）

(1)議員数（現員数：１９人）

平成１７年４月 議員数：６０人。旧秩父市・旧吉田町・旧大滝村・旧荒川村が合

併し、在任特例を１年１か月間適用する。

平成１８年５月 議員数：３０人。合併協定により、平成１８年４月の一般選挙か

ら地方自治法上の議員定数（３０人）とする。

平成１８年９月 秩父市議会議員の定数を定める条例を制定し、議員定数を２６人

とし、平成２２年４月の一般選挙から適用することが決まる。

平成２２年４月 任期満了に伴う一般選挙を行い、議員数は条例定数の２６人。

平成２３年６月 秩父市議会議員の定数を定める条例を改正し、議員定数を２２人

とし、平成２６年４月の一般選挙から適用することが決まる。

平成２６年４月 任期満了に伴う一般選挙を行い、議員数は条例定数の２２人。

平成３０年４月 任期満了に伴う一般選挙を行い、議員数は条例定数の２２人。

平成３０年９月 秩父市議会議員の定数を定める条例を改正し、議員定数を１９人

とし、次の市議会議員一般選挙から適用することが決まる。

令和４年４月 任期満了に伴う一般選挙を行い、議員数は条例定数の１９人。

(2)会派別議員数 市民クラブ：６人 まほろば：５人

(2)会派別議員数 新政ちちぶ：２人 公明党：２人

(2)会派別議員数 会派に所属しない議員：４人（議長を含む）

位 置 東経 １３９度０５分 北緯 ３５度５９分 （海抜２３３．２ｍ）

面 積 ５７７．８３ｋ㎡

人 口 ５９，７９９人 （男）２９，２１８人 （女）３０，５８１人

世 帯 数 ２６，３７５世帯 （人口及び世帯は外国人を含む）
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合 計 ４２５／１００

３ 議員の年齢別当選回数 （令和４年５月１日現在）

※合併前の各市町村議会での当選回数を含む。

４ 議員報酬等

(1) 報 酬 （平成１７年４月１日制定）

議 長 ４１２，０００円 副 議 長 ３６１，０００円

常任委員会委員長 ３４８，０００円 常任委員会副委員長 ３４６，０００円

（議会運営委員会委員長を含む） （議会運営委員会副委員長を含む）

議 員 ３４３，０００円

(2) 期末手当 （令和４年４月１日改正）

６月 ２１２．５／１００

１２月 ２１２．５／１００

(3) 政務活動費 （平成２８年４月１日改正）

会派１人当たり月額 １５，０００円

　　　回数

　年齢

７１～８０歳 １ １ ２

６１～７０歳 ２ ２ ３ １ １ １ １０

５１～６０歳 ２ １ １ １ ５

４１～５０歳 １ １

３１～４０歳 １ １

２５～３０歳 ０

合計（人） ４ ４ ３ ３ ０ ２ ２ １ ０ １９

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回
合計

（人）



- 4 -

５ 本会議の開催状況 （令和３年）

６ 一般質問者数 （令和３年）

７ 市長提出議案の件数 （令和３年）

８ 議員提出議案の件数 （令和３年）

９ 請願・陳情の処理状況 （令和３年）

（請 願） （陳 情）

※当市では、原則的に陳情については審議せず議長預かりとし一覧表を配布している。

本会議の区分 会期 開催日数 傍聴者数 市長提出議案 議員提出議案

3月定例会 22 日 6 日 56 人 34 件 2 件

6 月定例会 21 日 6 日 269 人 12 件 2 件

9 月定例会 22 日 6 日 229 人 27 件 2 件

12 月定例会 22 日 6 日 183 人 18 件 2 件

合計 4回 87 日 24 日 737 人 91 件 8 件

区 分 3月定例会 6月定例会 9月定例会 12 月定例会 計

質問者数 12 人 15 人 14 人 13 人 54 人

区 分 条 例 予 算 決 算 専決処分 その他 計

定例会 28 36 10 7 8 89

臨時会 0 0 0 0 0 0

計 28 36 10 7 8 89

区 分 条 例 規 則 意見書 決議 その他 計

定例会 0 2 3 1 0 6

臨時会 0 0 0 0 0 0

計 0 2 3 1 0 6

受理件数 採択
趣旨
採択

一部
採択

不採択
継続
審査

取り
下げ

受理件数

2 1 0 0 1 0 0 1
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１０ 委員会の状況 （令和４年５月１日現在）

(1)委員会構成人数

議会運営委員会 ：８人（その他に正副議長がオブザーバーとして参加）

総務委員会 ：６人

まちづくり委員会 ：６人

文教福祉委員会 ：６人

※議長はすべての常任委員会のオブザーバー

(2)特別委員会の設置状況（平成１７年４月～）

※この他に決算審査特別委員会を隔年で設置している

(3)地方自治法第１００条第１２項の規定による協議又は調整を行う場

全員協議会 ：全議員

各派代表者会議 ：議長、副議長及び各会派の代表者

広報広聴委員会 ：９人

市議会だより編集委員会：９人

期 間 委 員 会 名 構成人員

17. 6.23～18. 3.15 危機管理・ダム対策特別委員会 12人

17. 9.26～17.12.15
旧秩父市・旧吉田町・旧大滝村・旧荒

川村決算審査特別委員会
旧秩父8人 旧吉田6人
旧大滝6人 旧荒川6人

18. 5.17～18. 9.21 総合振興計画特別委員会 12人

18. 5.17～21. 3.19 危機管理・ダム対策特別委員会 12人

18.12.20～20.12.18 有害鳥獣対策等調査特別委員会 8人

20. 3.24～20. 6.18 大輪分譲用地対策特別委員会 10人

22. 5.21～25. 3.13 議会改革特別委員会 8人

22.12.15～25.12.18
市役所本庁舎及び市民会館建替え調査

特別委員会
7人

26. 6.25～27. 6.16 水道事業調査特別委員会 8人

26. 9.25～28. 3.16 議会基本条例制定特別委員会 11人

26.12.16～26.12.25 工事請負契約審査特別委員会 12人

27.12.16～28. 3.16 総合振興計画調査特別委員会 11人

30.5.18～R4.3.16 議会改革特別委員会 9人



- 6 -

１１ 常任委員会の開催状況（令和３年１月～１２月の開催状況）

１２ 市議会だより

議会の活動状況を市民に周知させるため本会議、委員会などの内容を掲載。

(1) 発 行 平成１７年度から市報と合冊で発行していたが、平成２２年度より

単独で発行。年４回（５・８・１１・２月の各１０日）。

(2) 編 集 秩父市議会だより編集委員会（７名）

(3) 型 式 Ａ４判

(4) 頁 数 ８頁 ～ １８頁

(5) 印刷方法 写植文字 オフセット印刷 ２色刷り

１３ 本会議のテレビモニター生中継及びインターネット録画中継

(1) 事業概要 定例会、臨時会の本会議を撮影して、来庁者用のテレビモニターで

生中継を行うとともに、撮影した映像を使用してＶＯＤ中継映像を

作成し、ＡＳＰ方式によるインターネット映像配信（録画中継）を

行っている。

(2) 事業開始 平成２３年６月定例会から中継開始。

(3) そ の 他 本会議初日（議案説明等）、議案に対する質疑、一般質問、本会議

の最終日（採決等）の映像を中継している。

各日の本会議が終了してから１週間前後に配信を開始している。

委員会の名称 開催日数
審議した

議案件数

審議した

請願件数

総務委員会 4日 17 件 2 件

まちづくり委員会 4日 31 件 0 件

文教福祉委員会 4日 42 件 0 件
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１４ 令和４年度会計別歳入歳出予算総括表

予算額
（単位：千円）

 構成比(AB)
 (単位：%)

構成比(全体)
 (単位：%)

28,050,000 65.07 58.13

6,606,529 15.33 13.69

112,010 0.26 0.23

890,802 2.07 1.85

6,742,670 15.64 13.97

142,464 0.33 0.30

218,561 0.51 0.45

25,521 0.06 0.05

319,073 0.74 0.66

15,057,630 34.93 31.20

43,107,630 100.00 89.33

3,382,341 7.01

1,767,137 3.66

5,149,478 10.67

48,257,108 100.00

会　計　別

 一般会計　Ａ

国民健康保険
（事業勘定）

国民健康保険
（診療施設勘定）

後期高齢者医療

介護保険

農業集落排水事業

戸別合併処理浄化槽事業

公設地方卸売市場

駐車場事業

計　Ｂ

 　小　計　　Ａ＋Ｂ

病院事業

下水道事業

 　小　計　　Ｃ

 総　　計　Ａ＋Ｂ＋Ｃ

公
営
企
業
会
計

特　
　

別　
　

会　
　

計
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１５ 令和４年度一般会計当初予算構成一覧表

（歳 入）

予算額
（単位：千円）

前年比
（単位：%）

構成比
（単位：%）

1 市税 8,515,612 7.54 30.36

2 地方譲与税 295,988 6.16 1.06

3 利子割交付金 6,700 △6.94 0.02

4 配当割交付金 11,000 0.00 0.04

5 株式等譲渡所得割交付金 12,000 33.33 0.04

6 法人事業税交付金 57,000 23.91 0.20

7 地方消費税交付金 1,320,000 △7.04 4.71

8 ゴルフ場利用税交付金 46,000 6.98 0.16

9 自動車取得税交付金 1 0.00 0.00

10 環境性能割交付金 42,000 16.67 0.15

11 地方特例交付金 40,000 △91.52 0.14

12 地方交付税 6,750,000 3.05 24.06

13 交通安全対策特別交付金 8,000 0.00 0.03

14 分担金及び負担金 164,850 2.67 0.59

15 使用料及び手数料 451,630 △7.60 1.61

16 国庫支出金 3,315,723 △3.85 11.82

17 県支出金 1,817,764 3.93 6.48

18 財産収入 120,478 0.79 0.43

19 寄附金 156,402 0.00 0.56

20 繰入金 1,860,940 6.02 6.63

21 繰越金 871,260 21.04 3.11

22 諸収入 392,352 △10.53 1.40

23 市債 1,794,300 △32.65 6.40

28,050,000 △1.58 100.00

款

歳 入 合 計
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令和３年度一般会計当初予算構成一覧表

（歳 出）

予算額
（単位：千円）

前年比
（単位：%）

構成比
（単位：%）

1 議会費 224,826 △1.74 0.80

2 総務費 3,776,419 4.36 13.46

3 民生費 10,826,313 1.62 38.60

4 衛生費 3,016,717 △0.97 10.76

5 労働費 72,162 △29.43 0.26

6 農林水産業費 612,433 △2.74 2.18

7 商工費 754,187 △16.58 2.69

8 土木費 2,157,106 △1.33 7.69

9 消防費 1,145,051 △4.25 4.08

10 教育費 2,184,211 △16.70 7.79

11 災害復旧費 215,203 114.52 0.77

12 公債費 2,692,147 △6.47 9.60

13 諸支出金 268,629 13.18 0.96

14 予備費 104,596 8.82 0.37

28,050,000 △1.58 100.00

款

歳　出　合　計
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１６ 令和２年度普通会計決算の概要 （単位：千円）

令和２年度 令和元年度

決算額 決算額 増減額 増減率(%)

歳 入 総 額 Ａ 38,604,827 31,878,159 6,726,668 21.1

歳 出 総 額 Ｂ 36,746,585 29,931,655 6,814,930 22.8

歳 入 歳 出 差 引 額 A-B=Ｃ 1,858,242 1,946,504 △88,262 △4.5

翌年度に繰越すべき財源 Ｄ 556,758 449,983 106,775 23.7

実 質 収 支 C-D=Ｅ 1,301,484 1,496,521 △195,037 △13.0

単 年 度 収 支 Ｆ △ 195,037 140,329 △335,366 △239.0

積 立 金 Ｇ 920,305 824,824 95,481 11.6

繰 上 償 還 金 Ｈ 510,174 848,424 △338,250 0.0

積 立 金 取 崩 額 Ｉ 900,000 870,000 30,000 3.4

実 質 単 年 度 収 支 F+G+H-I=Ｊ 335,442 943,577 △608,135 △64.4

基 準 財 政 需 要 額 Ｋ 14,064,331 13,911,323 153,008 1.1

基 準 財 政 収 入 額 Ｌ 8,241,516 7,879,202 362,314 4.6

標 準 財 政 規 模 Ｍ 17,163,621 17,181,177 △17,556 △0.1

財 政 力 指 数 Ｎ 0.580 0.570 ― ―

臨 時 財 政 対 策 債 発 行 額 Ｏ 729,711 840,390 ― ―

実 質 収 支 比 率
E÷M×100=

Ｐ
7.6 8.7 ― ―

実 質 公 債 費 比 率 Ｑ 4.4 2.0 ― ―

経 常 収 支 比 率 Ｒ 87.8 89.2 ― ―

地 方 債 現 在 高 Ｓ 29,658,004 30,594,847 △936,843 △3.1

収 益 事 業 収 入 額 Ｔ 0 0 ― ―

対前年度比較
区　　分
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１７ 担当委員会別行政機構 （令和４年４月１日現在）

部(局・室)、課

総
務
委
員
会

市 長 室 総合政策課、改革推進課、秘書広報課

総 務 部 総務課、人事課、危機管理課、情報政策課、工事検査課

財 務 部
財政課、ＦＭ推進課、管財課、市民税課、資産税課、収納課、

契約課

市 民 部

市民課、パスポートセンター、市民生活課、消費生活センター、

市民スポーツ課、生涯学習課、歴史文化伝承館、中央公民館、

秩父宮記念市民会館、図書館

会計課、議会、監査委員、選挙管理委員会、公平委員会、固定資産評価審査委

員会、各総合支所の市民福祉課

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

環 境 部

環境課、森づくり課、生活衛生課、秩父地域し尿処理事業広域化

準備室、下水道課、下水道センター、清流園、聖地公園管理事務

所

産業観光部 産業支援課、観光課、農政課

地域整備部
道路管理課、用地課、道路維持課、道づくり課、都市計画課、

建築住宅課

農業委員会、各総合支所の市民福祉課・地域振興課

文
教
福
祉
委
員
会

福 祉 部
社会福祉課、障がい者福祉課、高齢者介護課、子育て支援課、

秩父地域包括支援センター、こども課

保健医療部 地域医療対策課、保険年金課、保健センター

市 立 病 院

事務局を含めた全ての部・室・科・局

（事務局：管理課、医事課）

大滝国民健康保険診療所、浦山出張診療所

教育委員会
教育総務課、学校教育課、保健給食課、文化財保護課、

教育研究所

各総合支所の市民福祉課
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１８ 部局別職員数 （令和４年４月１日現在）

１９ 議会事務局の組織

定数：９人 現員：５人 （令和４年５月１日現在）

庶 務 担 当

局 長 次 長

１人 １人 企 画 担 当

議 事 担 当

２０ 常勤特別職等の給与

市 長 ８８０，０００円

副市長 ７４９，０００円

教育長 ６９３，０００円

 条例定数  現員数

566 511

9 5

89 39

4 4

3 2

3 3

1 （併任）

8 5

220 179

903 748

71 86

 部　局　名

市 長 部 局

議 会 事 務 局

教 育 委 員 会 事 務 局

農 業 委 員 会 事 務 局

選挙管 理委 員会 事務 局

監 査 事 務 局

公 平 委 員 会

大滝国民健康保険診療所

公営企 業（ 市立 病院 ）

計

 職員１人あたりの市民数


